
昭和 5 9年 1月 2

゜
日

ー
他
の
年
金
に
加
入
し
た
と
き
ー

加
入
者
が
、
会
社
や
役
所
等
匠
就

戦
し
た
と
含
は
、
国
民
年
金
以
外
の

年
金
匠
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

被
保
険
者
資
格
が
無
く
な
り
、
そ
の

日
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
な

い
か
ら
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー

転

出

首

ー

保

険

料

を

引

続

き

一

年

以

上

納

め

他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き
は
、
て
い
る
人
が
、
重
い
障
害
を
受
け
た

そ
の
市
町
村
へ
転
入
と
同
じ
届
出
を
と
含
は
障
害
年
金
（
一
級
三
万
円
｀

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
町
内
二
級
二
万
四
千
円
）
を
も
ら
う
こ
と

で
、
転
居
し
た
と
き
も
届
出
な
け
れ
が
出
来
る
。

ば

な

ら

な

い

。

免

除

を

受

け

て

い

る

人

も

、

三

年

継
続
す
れ
ば
、
も
ら
う
資
格
が
出
来

る
。

定
説
よ
り
ず
っ
と
少
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
何
ん
か
の
寄
生
虫
を
持
っ
て

一
い
る
人
は
、
四
人
に
一
人
の
割
合
と

＿
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
肱
川
町
の
寄

生
虫
の
割
合
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と

一
は
出
来
な
い
（
検
便
し
た
人
が
町
民

一
の
約
半
数
）
が
、
一
戸
当
り
人
数
五

人
と
す
る
と
、
各
戸
に
一
人
は
虫
を

持
っ
て
い
る
勘
定
と
な
る
。

一
こ
の
多
く
の
虫
が
病
気
の
原
因
と

一
な
る
と
し
た
ら
大
変
だ
。

ヽ

ー
医
者
に
か
か
っ
た
人

「
体
が
だ
る
い
」
「
め
ま
い
が
す
ー
よ
う
で
あ
る
。

1
寄

生

虫

は

四

人

に

一

人

の

割

で

ー

毎

月

四

、

0
0
0
人
ー

ー
ニ
月
上
旬
に
一
斉
検
便
ー

る
」
「
ど
う
も
近
頃
胃
の
調
子
が
悪
＿
寄
生
虫
は
、
腹
の
中
で
血
を
吸
い
，
皿
を
多
く
吸
い
、
猛
毒
を
は
き
」
、
国
保
係
で
昨
年
の
病
気
を
調
べ
て

い
」
と
医
者
へ
行
っ
た
り
、
硲
玉
羞
一
毒
を
は
含
｀
大
活
躍
を
し
て
、
あ
な
心
誡
を
お
か
す
十
二
指
腸
虫
は
、
農
見
る
と
五
月
ー
十
月
の
六
ヵ
月
の
間
町
で
は
一
昨
年
よ
り
寄
生
虫
撲
滅

を
飲
ん
で
い
る
人
が
今
日
も
何
人
か
一
た
の
気
付
か
な
い
う
ち
に
、
貧
血
さ
付
で
六
人
忙
一
人
の
割
合
で
、
ま
た
、
に
、
苑
者
忙
か
か
っ
た
人
は
、
延
二
連
動
の
一
っ
「
一
斉
検
便
」
を
行
っ

い
る
は
ず
だ
。
一
せ
た
り
心
誡
を
お
か
し
た
り
し
て
い
一
攣
虫
は
一
一
一
人
に
一
人
の
割
合
で
い
る
一
四
・
五
六
六
人
、
金
額
の
方
は
何
ん
て
い
る
が
、
祖
だ
ま
だ
沢
山
の
人
が

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
肱
川
町
で
昨
一
と
一
．

0
六
九
万
円
忙
も
な
っ
て
い
寄
生
虫
を
養
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
種
々
の
旗
因
一
る
。

今
年
も
二
月
上
旬
に
こ
の
一
斉
検
便

ヽ

に
よ
っ
て
な
る
が
、
心
誡
病
、
胃
腸
一
そ
し
て
、
い
つ
の
間
忙
か
、
体
力
が
年
行
っ
た
検
査
の
結
果
で
は
、
幸
い
る
の
で
あ
る
。

病
、
神
経
痛

r

貧
血
等
は
、
寄
生
虫
ー
落
ち
、
思
う
よ
う
に
仕
事
が
出
来
な
に
も
十
二
指
腸
虫
が
、
五
十
人
忙
一
こ
れ
を
月
匠
平
均
す
る
と
、
四
〇
。
を
行
う
。

ゞ

：

く

な

る

の

で

あ

る

。

人

、

綱

虫

は

五

人

忙

一

人

の

割

合

と

の
原
因
し
て
い
る
こ
と
が
割
と
多
い

1

,

 

十

二

月

定

例

町

議

会

ー
加
入
資
格

1

-

1

転

人

者

ー

1
死

亡

し

た

と

き

は

ー

一

ー

夫

と

死

別

し

た

と

き

ー

ニ
事
:
:
な
っ
た
人
、
会
社
（
厚
一
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
昏
死
亡
し
た
人
が
保
険
料
を
三
年
以
一
十
八
オ
未
満
（
廃
疾
の
と
き
は
二
＿

生
年
金
）
や
役
所
等
（
各
種
共
済
組
]
は
、
そ
の
市
町
村
で
も
ら
っ
た
年
金
上
納
め
て
い
る
と
、
そ
の
遺
族
は
死
十
才
未
満
の
子
供
を
も
つ
女
子
が
夫

、
保
険
料
を
一
年
一
定
例
町
議
会
は
十
二
月
二
十
六
日
招
集
さ
れ
、

合
）
を
や
め
た
人
は
、
国
民
年
金
に
一
手
帳
と
印
濫
を
持
っ
て
、
届
出
な
け
亡
一
時
金
（
五
千
E

ー
と
死
別
し
た
と
き

一
以
上
引
絨
い
て
納
め
て
い
れ
ば
母
子
一
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
可
決
確
定
し
た
。

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
れ
ば
な
ら
な
い
（
住
民
登
録
の
転
入
う
こ
と
が
出
来
る
。

一
、
予
算
外
義
務
負
担
に
つ
い
て

.i-
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

0

椎
野
籠
清
氏
を
推
せ
ん
ー

0

中
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
費
の

こ
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
は
、
一
届
の
と
き
、
尋
ね
て
い
る
が
洩
れ
る
一
一
年
金
（
子
供
が
一
人
の
と
き
一
九
•
一

_
-
、
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給
条
例
う
ち
昭
和
三
十
八
年
度
及
び
三

二

十

オ

に

な

っ

た

月

、

又

、

会

社

等

場

合

が

あ

る

）

ー

身

体

論

t

害

者

ー

ニ

0
0円
、
二
人
目
か
ら
四
・
八
〇

を
や
め
た
月
化
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

I

0
円

加

算

）

を

も

ら

う

こ

と

が

出

来

の

一

部

改

正

十

九

年

度

関

係

一

、

五

0
0
万
円

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

ら

、

負

担

が

一

る

。

.

0

投
開
票
管
理
者
そ
の
他
の
報
酬
一
、
町
税
不
動
欠
損
処
分
承
認

重

く

な

る

一

方

平

金

を

も

ら

う

と

き

こ

の

他

、

両

親

と

も

死

亡

し

た

十

を

改

め

る

。

o
二

0
件
、
一
六
八
千
円

一
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
止
一
、
肱
川
町
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

0

土
木
関
係
、
土
地
改
良
事
業
、

不
利
忙
な
る
。

5

八
才
未
満
（
靡
疾
の
と
き
は
二
十
才

0

低
所
得
者
に
対
す
る
均
等
割
｀

平

等

割

を

減

額

そ

の

他

一

、

三

八

0
万
円
追
加

未
満
）
の
子
供
が
あ
る
と
き
は
｀
遺

児
年
金
、
準
母
子
年
金
が
、
又
、
免
一
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
使
用
料
条
例
累
計
予
算
八
六
五
七
互
円
と
な
る
。

除

を

受

け

て

い

る

た

め

、

こ

れ

ら

に

の

設

定

一

、

学

校

給

食

セ

ン

タ

ー

予

算

該
当
し
な
い
と
含
は
｀
福
祉
年
金
が

0

給
食
料
徴
収
に
つ
い
て
の
条
例

0

七

0
1―
一
万
円

'
-
、
肱
川
町
へ
き
地
保
育
所
条
例
の
―
-
、
陳
情

1
旧
軍
人
の
処
遇
改
善
に
協
力
方

も
ら
え
る
。

部
改
正

0

中

野

へ

昏

地

保

育

所

を

加

え

る

。

陳

情

一
、
赤
岩
橋
二
期
工
事
の
施
行

2
上
さ
が
や
農
道
補
助
陳
情

0

工
事
費
―
―
―
九

0
万
円

5
中
居
谷
集
会
所
建
築
補
助
陳
情

工
事
概
要
｀
ピ
ー
ヤ
ー
｀
取
食
追
路

4
小
簸
鉱
泉
源
権
利
に
関
す
ゐ
陳
情

i

国

民

年

金

は

私

達

の

月

上

旬

忙

実

施

恩

給-̀
（三） 町

発

肱川

編

総

町の人口

38・12・31現在

男 3,0 7 7人

女 2,9 5 0人

計 6,0 3 5人

世帯数 1, 2 5 8戸

の

町

務

行

役場

集

課

面

6 3 • 3 5Km2 
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国
民
年
金
の
お
問
合
せ
は

役
場
住
民
課
ヘ

（
電
話

ニ
八
番
）

/
四
人
｀
―
七
八
万
円
と
な
り
、
こ
'
-
~
¢
口
「
わ
し
は
元
気
だ
か
ら
虫
な
ど
茶

の

医

療

費

五

割

を

町

が

負

担

し

て

い

ら

ん

」

．

る
か
ら
毎
月
八
九
万
円
も
の
金
が
、
＇
「
少
し
位
虫
が
い
て
も
な
ん
と
も

あ
な
た
達
の
ふ
と
こ
ろ
か
ら
出
た
こ
な
い
」

と

に

な

る

。

そ

う

い

う

考

え

が

一

番

危

険

で

あ

こ
の
何
分
の
一
か
で
も
、
寄
生
虫
る
。
今
は
元
気
で
も
、
い
つ
か
寄
生

を
退
治
す
る
こ
と
に
よ
り
減
す
こ
と
虫
に
よ
つ
て
病
気
に
な
ら
な
い
と
も

が
出
来
る
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
い
え
な
い
し
、
安
た
寄
生
虫
は
、
伝

プ
ラ
ス
と
な
る
の
は
、
た
だ
単
に
医
染
病
の
如
く
、
虫
の
卵
が
、
筏
こ
り

療
費
の
減
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
元
と
い
っ
し
疇
ょ
匠
飛
ん
だ
り
、
野
菜
に

気
に
仕
事
が
出
来
、
生
産
が
増
し
、
つ
い
て
い
｀
た
り
し
て
広
が
っ
て
い
く

明
る
い
家
庭
を
築
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
一
人
で
忠
虫
の
い
る
人
が
あ

の

で

あ

る

。

る

と

い

つ

花

で

た

っ

て

も

完

全

に

な

く
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
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，従来の自給自足的

ら金もうけの考え方に大きく変っているっ

このような中で農業のやり方そのものも従来の多角的な

作目の選び方から専業的に，又は数種類の作目を選んで重

点的に伸して行こうという考え方が強まり，

も耕種作目を減らし，換金作目，面産を伸ばそうという

ぇ方が非常に強くなっている。

相 場

巻

4. 2 o I 
1 0. 0上

5上 I 5 5 I 55 

4. o o I 4 0上 1 4 3 I 48 

4 8 

4 0 

5。OOl 4會 0上 l 4 1 | 60 

4 

喩 1o 1 
^ 1 

'2. 0 0 

足場 1m当り 5 0~80円
ザツ Jもレプ

5~7尺 2.0上 1オ当り 50円

を立てていくには，

したいという農家は比較的少く，成長作目と比較的労力のいらな

て伸したいという考え方が非常侭多い，又その反面，禽糧作物をへらしたいとい

が圧倒的に多い。

(5) 伸せなかった主な原因

労力の喝係は今まで比較的共同作業が，なされてい方いこと。

倹日する労働問題{3月）のところでも分

が大きく影響しているものと思われる。

又，土地が不足する原因の中に，食糧を生産しなければならなかったという

V o  

(4) 共同化について

をできるだけ詳しく知

お母さん方の要望で，今月より献立予定をお知らせする事匹致しました。

の都合で変更することもあり咀すが，大体予定通り百います。お母

科

，ら，

日 l冨丁砿

下記の通りです。

御希望等がありましたらご速慮なくお寄せ下さ

・4 

5
 

6
 

ることになり定じた。中学生の分は 5月末ま

:--『＇
た定ねぎ，ね

7
 

1 o I月

1 3 

1 4 

， 

＇，，—→ージ，ソース

すまし汁（マーガリン） ｝ 

I豆廊，かま隙こ，ホーレ

したまご
i”-

1 竹輪，
！蓮根，

！大豆，

豚肉，
~ -

たまご，マカロ＝，キ憎ペッ，たまねぎ

人参，豚肉

ッ，ゎ

1 1 l火 I変り味噌和え

1 2 I水 I五目豆

エッグマカロ
I 

高野豆腐い

， 

そば，

まねぎ，キャベッ，ソ

牛肉，馬鈴署，油，人券

.,,.-→4へ女＇令 ‘L幸出八 レこ—， 

ご，竹輪

小学校 2 6 </-

（が記4年）9O'J 


